
82 日という１番長い２学期が、本日終わろうとしています。皆さんにとって、２学期は
どんな学期だったでしょうか？ 
今年度の２学期は８月 25 日から始まり、９月は２年生修学旅行説明会、３年生進路事務

説明会。10 月は文化祭、新人総体、広島県中学校視聴覚教育研究大会。11 月は生徒会役
員選挙、１年生校長面談、３年生進路懇談、中国駅伝県大会、期末試験。12 月は２年生修
学旅行、１・２年生三者懇談等々、多くの行事や大会がありました。改めて、聞きます。皆
さんにとって２学期、そして、2025 年はどんな１年だったでしょうか？ 
毎年年末になると今年の漢字が発表されます。今年の漢字は『熊』でした。では、皆さん

にとって、2025 年を漢字一文字で表すとどのような漢字を思い浮かべますか？私の「今年
の漢字」は『熟（じゅく） 』です。皆さんは、体育大会や文化祭をはじめ、多くの行事や
活動に対して、失敗を恐れず果敢に挑戦し、素晴らしい姿・表情を見せてくれて、昨年度の
『実』を更に超え、見事に成熟してくれました。本当にありがとうございました。引き続き
“成功の反対は失敗ではなく挑戦しないこと。必要なのはちっぽけな勇気！”を合言葉に何
事にも果敢に挑戦し、城東魂“一生懸命がかっこいい！！”を共に体現していきましょう。 
年末年始を迎えます。学校教育目標である『自立』するためにも、「自分で考え、自分で

選択し、自分の意志で決め」冬休みを有意義に過ごしましょう。インフルエンザやコロナ感
染には、くれぐれも注意し体調を整え、事故や事件にも巻き込まれないよう規則正しい生活
を送りましょう。３学期始業式に、皆さん全員と笑顔で会えることを楽しみにしています。 

 

                      

１２月２日（火）～４日（木）の３日間、２年生は沖縄への修学旅行に赴きました。１日
目はひめゆりの塔・沖縄平和資料館での平和学習、２日目は万座毛・美ら海水族館を見学し

た後、伊江島での民泊体験、３日目は那覇国際通りでの班別自主研修を行いました。  
特に、印象に残ったのは、民泊体験です。どのご家庭も、まるで本当の家庭のように温か

く生徒を迎えてくださいました。たった１日の民泊でしたが、伊江島を船で出港する際は、
親しくなった「おじい・おばあ」の姿が見えなくなるまで、手を振り続ける生徒の姿が印象

的でした。「民泊先で食べたタコライスの味が忘れられない。」と旅行後に楽しそうに話す
生徒もいました。民泊先の皆様、温かい民泊体験、本当にありがとうございました。  

 

   

 

 

                     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

    

 

 

  

   

  

 

  

 

 

  

  

 

 

 

つなげ！城東魂 

  ＪＯＴＯ ＳＰＩＲＩＴ 

～一生懸命がかっこいい～ 

  2025 年 城東中学校 成『熟』の１年間！！ 
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人と関わる大切さと温かさを学んだ修学旅行  



また、２年生は日を追う毎に集団行動が早くなり、先を見通しながら行動できるようにな

っていきました。そのお陰で、２日目の美ら海水族館や３日目の班別自主研修は、十分な時
間、心ゆくまで活動することができました。２年生はいよいよリーダー学年を迎えますが、

修学旅行を経て集団としても更に高まった皆さんなら、きっとさらに素晴らしい城東中学校
を創ってくれると期待しています！ 

この修学旅行に向け、必要な物の準備や早朝・夜遅くの送迎等、様々なご協力をいただき  
ました保護者の皆様。本当にありがとうございました。お陰様で、事故もなく安心・安全で、

かつ、充実感ある修学旅行を終えることができました。改めて、お礼申し上げます。 
本当にありがとうございました。 

 

                      

11 月５日（水）に実施された生徒会役員立会演説会を経て、生徒会新執行部化発足し、
終業式には、新旧引継ぎ式を実施しました。 
立会演説会の際、現会長の若林佳槻君は、「自分達が実現したいことを、毎月一生懸命に

やってきたら、１年間という任期は一瞬でした。」と自分達がやり切った２０２５を振り返
っていました。そんな先輩方の姿を引き継ぎたいと、役員選挙には９名もの立候補がありま
した。立候補者からは、「全校生徒が２分前等、早めに行動できる学校を目指したい。」
「さらに多くの生徒が輝ける場を作りたい。」「一人一人がお互いを助け合える学校をつく
りたい。」等、城東中学校を一層良くしたい熱心な思いが堂々と語られました。 
新生徒会長に選出された中本幸太郎君は、演説の中で「生徒一人ひとりの『ありがとう』

を集めたい、そして城東中学校を『感謝』の言葉があふれる学校にしたい。」と語り、１２
月２３日（火）新旧引継ぎ会でも、同じ思いを全校生徒に伝えました。 
 先輩方が築き上げた「柔人十彩」＝「それぞれの個性を認め」合える城東中学校の土台の
上に、新生徒会執行部のリーダーシップの下、さらに「感謝の言葉があふれる」城東中学校 
を築き上げていってください。生徒会の更なる大活躍を期待しています。 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『感謝があふれる学校に！』先輩からの確かなバトンを引き継ぎ新生徒会執行部発足！！ 


